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優秀賞 

                                   いま   にし  たか  ひろ 

大和郡山市    今 西 高 弘 

                             

 

 

 

 

 

アイデア賞    

                                   うめ     だ    よし     はる 

香 芝 市    梅 田 勝 玄                         
 

 

 

 

アグリツーリズム賞  

                                   が  

明 日 香 村    あすかいちご狩りパーク 
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３８０ａ 大和丸なす ２２ａ 

 イ チ ゴ ３２ａ 

 イチジク １５ａ 

 水 稲 ３００ａ 

 

 ［経営概要］ 
 

大和の伝統野菜に認定されている「大和丸なす」の他、｢イチゴ｣、｢イチジク｣の

大和郡山市特産品３品目を経営の柱とし、三橋地域の産地を牽引すると共に地産地

消を進め、地域農業振興に貢献。 

県農業振興事務所、市、農業委員会と連携し、全国のイオン店舗に先駆けて地場

産野菜販売をイオン大和郡山店で行う。これが全国イオン店舗における地場産野菜

販売のきっかけとなる。現在ではイオン大和郡山店ほか県内のイオン店舗において

大和郡山市の特産品である大和丸なすの継続販売を実現することにより、コロナ禍

による出荷の減少を抑えた。 

ＪＡ奈良県大和郡山市経営者クラブ給食部会長として、学校給食への大和丸なす

等の地元食材の提供や地域の食育活動を中心となって進め、小学生の農業体験授業

や出前授業など積極的に行っている。 

農家が減少する中で、地域農業を守るためには、地区の将来計画の策定が必要不

可欠であると考え、県農業振興事務所、市、農業委員会とともに、自ら中核的担い

手として、「人・農地プラン」づくりを進め、県の特定農業振興ゾーン設定まで導

いた。 

 

［表彰関係等］ 
 

平成２１、２２年、３０年 奈良県イチゴ果実品評会 近畿農政局局長賞 

平成２１年  近畿地区農協青壮年組織協議会活動実績発表会 最優秀賞 

平成２１年  全国農協青年組織協議会活動実績発表会 最優秀賞 

平成２８年  奈良県いちご立毛品評会 農業水産省生産局長賞 

平成２９年  奈良県イチゴ果実品評会  

全国農業協同組合連合会経営管理委員会 会長賞 

令和 ４年  奈良県いちご立毛品評会  

全国農業協同組合連合会経営管理委員会 会長賞 

いま   にし   たか    ひろ   

今 西 高 弘 
  

大和郡山市  

   

   

［経営規模］ 
 

 



［推薦者］  大和郡山市長 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

【大和丸なす 圃場】        

【イチゴ 圃場】        
【イチジク 圃場】        

【大和丸なすの販路拡大（イオン大和郡山フェア）】        

【学校給食への食材提供と食育活動】



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アイデア賞 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



うめ    だ      よし     はる      

梅 田 勝 玄 
  

香芝市  

 

 

［ 概 要 ］ 

ため池維持管理保全の為に、平成２８年に羊３頭を 

購入し放牧を開始。ため池の堤雑草管理を羊にさせる 

という斬新なアイデアを考案。現在は、１４頭に増え、 

雑草処理能力が上がり、ため池管理の効率を上げている。 

地元の小学校、幼稚園児に羊の毛刈り実演を実施し、羊を飼育することによる環

境学習や情操教育につながるとして、地域の啓発活動にも貢献。 

冬季においては、給食センターと連携して、学校給食で発生する歩留まり野菜を

羊に与えることで、生ゴミの減少にも貢献。 

将来は、頭数を増やし、周辺地域のため池や遊休農地へ放牧場所を広げ、雑草管

理への貢献と耕作放棄地解消を進める。 

 
 

［推薦者］  香芝市長 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アグリツーリズム賞 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

            が 

あすかいちご狩りパーク 

 

［経営規模］ 

令和４年現在 １７農園 

 約３ｈａ 

 

［経営概要］ 

平成１６年に５農園で開始、現在１７農園まで拡大しており、村内イチゴ生産者

９０％を占める。 

開園農園を当番制とし、予約人数分に応じて収穫可能な果実を確実に確保してい

るため、来園者の満足度が高い。受付業務を一般財団法人明日香村地域振興公社に

委託し、生産者はイチゴの品質向上、生産に専念。 

情報発信に努め、イチゴ狩りスポットとしてメディアにも多数取り上げられるこ

とで、冬場の明日香村への観光客誘致に貢献し、期間中にイチゴのスイーツフェア

が開催される等、村内飲食店や商工業者にも好循環が生まれ、イチゴだけでなく他

の産品の売り上げにも貢献。 

循環扇設置によるハウス内換気など新型コロナウイルス等の感染対策にも積極的

に取り組み、安心安全なイチゴ狩りを提供し、さらなる集客のアップと明日香村の

観光×農業のビジネスモデルとして、公社や商工業者等と連携して、収益性の高い

農業経営、明日香村の農業振興を目指す。 

 
［推薦者］  明日香村長 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


